	第１４回 南部地区街づくり協議会　議事録

	開催日時
	平成30年９月28日（金）9：00～11：10

	開催場所
	４階　特別会議室

	出席委員
	委員13名

	欠席委員
	委員２名　鳥山委員、福井委員

	事務局
	藤本理事、岡本市長公室長、（総合政策課）上田課長、岩田課付課長、山崎主査
（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ）

（農林課）色雲係長（産業振興課）嶋﨑課長、水井課付課長（健康推進課）南課長

	決定事項
	

	議事内容

	１．開　会　－９：00－

２．市長挨拶

３．議事
以下、議事進行は会長が進める。

　　（地区内及び市内における取組みについて）
会　長
・地区内において地域の方々のご尽力により様々なプロジェクトが進んできている。
　まずは地区内の全体状況を整理する。
（南部地区活性化プロジェクト全体整理）
事務局　
※資料「第14回南部地区街づくり　全体整理資料」により地区内のプロジェクトや地域の取り組み等について説明。各事業の具体内容については以降の議事で説明。

（地区活性化について）

会長　
※資料P1～6「柳本駅舎改修」により説明。
・地方創生の交付金の中で生産性革命に資するもので採択を受けました。ハードルの高い交付金でしたが、JRと地元が連携した事業に芸術家村等ともつながりを持たせていくことで評価をいただいた。その項目として一つには産業振興の拠点となっていく。地域で作られている様々な産品がこちらに発信され、販売だけでなく飲食もしていただけるようにする。また、こちらから山の辺の道を抜けていくと芸術家村にもつながる。南部地区は公民館祭りでも芸術活動を盛んに行っていただいている。外部の学生やアーティストや地域の方が文化芸術を通じて繋がっていただくきっかけにしていく。
・二点目としては周遊観光の拠点。山の辺の道をはじめ、桜井市と天理市中心部を結ぶ要の位置にあるので柳本駅を玄関口として使っていきたい。田原本町でも唐古・鍵に新たな道の駅ができた。これまでにも自転車ルートの整備もしていただいているが西側にもつながりを深めていきたい。
・三点目は駅であるので地域の皆様の暮らしのうえで重要な場所である。電車は頻繁に来るわけではないので待ち時間を交流ができる憩えるスペースとして位置づけていく。また、長年ご要望をいただいておりました西側からのアクセス改善も図っていきます。
・では、誰がどのように運営していくのか。これは天理駅前広場コフフンでもそうだったが一番重要なポイントとなる。後ほど森田委員から詳しく説明いただくが、地元で柳本駅舎管理運営協議会（仮称）の設立の準備をしていただいている。市から運営協議会を通じて「カフェ・物販」「観光案内」「産直イベントの開催」「ギャラリースペースの企画・運営」「ワークショップの開催」等をやっていく中で地域とともに作っていく駅を目指していきたい。4ページと5ページにイメージ図をつけています。左側が北になります。東側に築80年の駅舎で締切状態になっているスペースと改札・待合エリアになっている部分がある。ここを左から従来の駅の待合エリアと観光案内のスペース。そしてJRが駅務室として使っていた場所を運行の安全上必要な機器類の収納庫は作りますが、この場所でカフェ・物販・ギャラリーを作っていく。アーティストとの商品開発ラボは今までもモノづくりを進めていますが、今後は地元において商品開発の議論や発表・販売の場所を創出していく。ギャラリースペースは芸術家村に向けて天理駅周辺においても本通り商店街の空き店舗を利用して作っているが、さらに生活動線にこういった場所ができ、山の辺の道を観光のみならずアートと一緒に盛り上げていく。5ページ目を見ていただきたい。移動販売が良い形で進んでいるので奈良コープと相談の上、駅前での販売を検討していきたい。駅舎の南側には昔の引込線跡地が残っており、ここでマルシェの開催ができないか。また、西口の改札を新設するが、地元説明会で要望のあった北側からの進入路についても敷地の関係上、車の通行は難しいが、JRとの協議の中で歩行者の通路は建設のめどが立った。6ページです。今回の交付金の都合上、昨年度の国の補正予算のため繰越ができず、今年度中に工事を終える必要がある。タイトなスケジュールであるが、今は実施設計を進めており11月の中旬には工事が始まっていき3月に完成した際にはどのような体制で運営していくのかを固めていきたい。大変恐縮ではございますが、3ページの今後の運営の考え方について森田委員からご説明いただけますでしょうか。
　　
　委　員　
　　・JR柳本駅の利活用、観光・地域交流の拠点整備ついて現状の説明をさせていただきます。先ほど市長からもありましたが、6月29日に地元説明会があり、その後も市と何度か打ち合わせをさせていただいている。最終的には柳本駅舎管理運営協議会を10月11日に設立と総会を予定している。協議会のメンバーは校区区長会執行部会10名と柳本校区の南部まちづくり協議会委員と各団体の代表含め約10名の20名で立ち上げていきたい。その時に役員を会長1名、副会長1名、会計1名、委員２名、監査1名の6名の役員を決める予定です。事業者の募集については天理市商工会の山本専務理事の方へ募集を委託しております。募集要項は大まかには出来上がっているが10月11日に決定したいと思っている。今後の予定としては10月19日に商工会の理事会があり、10月20日から募集を開始し、選考を経て11月末には決定できるよう進めている。
会　長　
　　・そのほか、山本委員なり何かご意見ございますか。
委　員　
・大丈夫です。
会　長
・こちらですが、議会への指定管理の予算はこれから相談させていただくが、今回、市が直接事業者を選ぶというよりは地元の管理運営協議会と市は直接やり取りするが、地元主導で物販・カフェあるいはそのほかの観光案内等の事業を地元の皆さんが一緒に汗をかいていただくにはどういうパートナーがいいか選んでいただこうと思っていますので、本来であれば予算、債務負担行為、事業者募集が通常の流れでありますが、一旦地元の中で選考を始めていただきその方と協議会で一緒にやっていこうということが決まった状況の下で議会へ予算のお願いをしたいと思っている。3月の時点で体制が取れているようにと逆算すると冬以降に決めていては間に合わないのでご理解いただきたい。
委　員　
・はじめ市長は財源がないので、地元で運営してほしいということだったが、いくらかの予算をとって地元へお願いするということか。
会　長
　・いずれにしても、維持運営管理費は一定必要になります。あとは、完全に地域の皆様のボランテ　ィアだけで開けている時間を全部回すには負担が大きすぎるので、基本的に事業者に丸投げではなくソフト事業の展開も含めて協議会ですが、一緒にやりたいと思う事業者を選んでもらって進んでいくことが必要なので、完全に指定管理で事業者に任すわけでもなく、地元のボランティアだけで無理に頑張ってもらうものでもない。両方を合わせたものをイメージとして持っています。
委　員　
　・最初は財源がなかったが、一定の財源があるので光熱費などどのくらいの費用がかかるかを何もなしでは言えないので協議会で考えていかなければならない。
会　長
　・飲食・物販だけであれば運営の方がという考え方もあるが、本来行政が担うべき観光振興であったり地元のモノづくりや文化事業の要素を運営協議会で担っていくので、そこを全部持ち出しでやってくださいというのはしんどいと思うので、そこは市の予算の方で議会と相談していきたい。その時にあらかじめ地元でどういう枠組みでやっていくかという話が進んでいると議会の予算上程とずれがあってもいけないのでこの場で図らせていただいた。
　・今西委員いかがですか。
委　員
　・結構です。予算や人材確保、時間の問題など大変だと思いますが。
会　長
　・三橋委員いかがですか。

委　員
　・長柄駅はボランティアで清掃を週に二回やっていただいている。ただ、柳本駅ではギャラリーにカフェ・物販まであるのでボランティアだけではしんどいと思う。協議会を立ち上げていけばやっていただける方がうまく見つかるのでは。
委　員
　・募集してどういう業者が来るかわからないが、イメージ図の中でどの部分ができるのか。できない部分は協議会がやらなければいけない。
委　員
　・この間、柳本駅に行ったらボランティアの人が1人で草むしりをされていた。長柄駅でもそうだがボランティアの人がなかなか集まらない。最初はわっと集まるが長くなってくると高齢化などもありしんどいかもしれないがうまくやってほしい。天理はボランティアの町ですからね。
会　長
　・JRもまほろば線についてはこれまで難しい部分もあったが来年度は新型車両を導入されるタイミングとも合ったのでそれも含めてテコ入れのタイミングにあった。地元の方に駅の管理を委託したい中では完全に地元のNPOが管理されているとこや、喫茶の事業者に任せたようなパターンもありますが本市は地元に過度の負担がないようにうまくビジネスの要素も使いながら地元主導で協議会がグリップを握っていければよいかと思う。
委　員
　・協議会の中に駅の東西の地区の方にも入っていただいている。
会　長

　・今、ご説明した中でご意見等ございませんでしょうか。もし、差し支えなければ伊藤先生何かコメントをいただけますでしょうか。
委　員
　・市が財政的な措置をされる場合に気になるのが持続可能性があるかの問題です。指定管理がした場合、最初は上手くいくが、途中でギブアップするケースが多々ある。事業の内容でカフェ・物販は収益が見込めるが、あとのところは収益性がないので何か収益が見込めるようなことが考えられるかどうか。例えば、事業者が受けたときに収益を上げた場合、一定の経費は返納させてその経費を除いた部分で活動した場合は業者の取り分となりますか。
会　長
　・カフェ・物販スペースは業者のインセンティブとなります。ただ、立地条件からすると車をたくさん駐車できる場所がないので、先生が仰られたように観光関係などそこから直に収益が生まれない要素がでてくるので公費でバランスを見ながらやっていく予定です。
委　員
　・公費がかさんできた場合はどうされますか。
会　長
　・ギブアップにならないようにというのが一番大事なので、最初の事業者募集のところでどういう枠組みでやっていけるかを相談しないといけないと思っている。
委　員
　・駅舎活用に関しては同じまほろば線の京終駅も同じようなことを行っているが、まほろば線の中で他にないんですか。柳本が活性化すればいいんですが、まほろば沿線で拠点がぽこぽことできてネットワークができれば。奈良市と桜井市と天理市できれば。
会　長
　・駅舎そのものではないが、三輪の方は参道を県市連携でやっている。京終駅がならまちへのルートというところをしっかり位置づけていって奈良駅からだけではなく京終駅から行くのも便利だという立地条件を打ち出しながら京終の地域を盛り上げているところからすると柳本の場合は桜井から歩くか、天理から歩くかの２択から柳本駅をうまく使い、北に行く、南にいく、西に行く、または柳本に戻ってきたりといった流れを作っていきたい。朝和や三輪のほうまで行って柳本に戻ってくることもできるだろうし、一方通行の縦線だけの流れを変えていくのに絶好だという位置づけが大事になってくる。
委　員
　・ネットワークを停めてしまうのはいけませんのでここを拠点に車・公共交通、歩き・自転車いろんな交通手段が周辺にあるのでそれらをいかに柳本駅に繋げていくかを考えることが観光において大事になってくる。
会　長
　・ほかに何かご意見ございますでしょうか。よろしければ先ほど森田会長がおっしゃていただいたように総会と理事会を経てパートナーも募集していくので、伊藤先生のコメントも加味していただきよろしくお願いいたします。また、議会に報告させていただく際にはこの南部まちづくり協議会でご承認いただいたことも説明させていただきます。
　・それでは、柳本駅舎については以上となり次に進ませていただきます。
（柳本マルシェについて）
委　員　
※資料P７「柳本マルシェ3周年」により説明。

・柳本マルシェは2015年に開設をさせていただき今年で丸3年を迎えました。いろんな形で模索しながら進めてきましたが、当初は月1回の開催でした。その時に一緒にやろうと声があがったのが約40名いました。売上に関しては約8～10万ぐらいでした。2年ほどたってから出品者の方から月に2回にしたらどうかという提案があり今は月2回の開催となっています。登録人数が約半分の20名ほどになりました。売上につきましては1回あたり3～5万となっており月に2回やらしていただいておりますが総トータル的には若干下がり気味になっている。出品していただいている方は兼業農家から一般の方まで。専業農家の方の出店はなかなか難しい。今の運営方法につきまして売上高から10％の経費、現在は15％の経費を販売手数料からいただいて管理運営をさせていただいている。やはり3年という年数の中で売上や出品数も減ってはきている。来場者も減ってはきているが、月2回必ず来てくれる固定客がおられます。固定客の方がマルシェを利用していただいて買い物をしていただいているのが実りかなと思います。来場者が減ってきているので各種イベントを開催しています。秋になりましたら焼き芋の販売や7ページにあるワークショップ、去年の秋過ぎにはしめ縄づくりの体験をしていただきました。15名の募集に対して25名程度の方が来られた。今年の初めには寄せ植えをやらせていただき、来月にもまた開催を予定しています。女性部の方が頑張ってくれています。そして、丸3年を迎えましたので3周年記念のイベントをさせていただいた。商工会からはたこ焼き、山添村からはしし肉バーガーの出店していただき3周年記念を盛り上げていただいた。これからどのようにやっていこうかは会員の中で話をしているが、単純に単価を下げることはやめて、付加価値をつけながら値崩れを防ぎ適正な値段で売っていただこうと取組んでいる。消費者側からはカット野菜の要望があるなど1人暮らしの方の来場も多いと感じられる。そして、目新しいものが売れません。必ず残ってしまう。そういう地域性のようなものがあります。出品者・出品数の確保のため多方面に声をかけさせていただいて一緒にやっていきたい。また、マルシェの近くで上長岡ファームをやらせてもらっており、ピーナッツやサツマイモの収穫体験をするのでこういった場も利用してマルシェの広報も行っていきたい。
会　長　
　　・ありがとうございます。当初に比べて若干数字が下がってきたという報告もありましたが、ネガティブだけに捉えるというよりは地域に根差した安定飛行の時期に入ってきている。さらに付加価値をつけることで持続可能な取組にしていこうという意味で仰っていただいたかと思います。ぜひ、柳本駅をはじめ今後の展開のところで連携していけるよう市としても汗をかいていく。何か委員の皆様から何かご質問ございますでしょうか。
委　員
　・森田委員、柳本駅でのマルシェは柳本マルシェや南檜垣営農組合や上長岡ファーム全部入れての共同開催を想定してますか。
委　員　
　・スペースにもよるので交代か共同かは考えていく。
会　長　
　・1つの組織にまとめなくても良いかもしれないが、皆さんが連携していけたらよいかと思います。
　・他にご意見いかがでしょうか

委　員
　・新しいものとはどのようなものですか？
委　員　
　・例えば、パプリカを出されたとすると売れ残っています。
会　長
　・どうしても日常生活になじみがある野菜を買われ、使い道がわかりにくいものはちょっと。
委　員　
・出品者の方もレシピ等をつけて販売しているが、なかなか手が伸びない。
会　長
　・逆にそういったものは観光客の方が興味を持ちやすいので駅の方で売れないかとか有効な活用ができたら。
委　員　
　・出品者の方から聞いたが、固定客がいるので澤田委員が説明されたようなものがよく売れると。ただ、新しいものは天理駅に持っていったらすぐに売れたと聞いた。売り場売り場で出品者も工夫されていて場所によって売れるものが違う。
会　長
　・日常生活で今晩の食材を買いたい人と普段来てないとこに来たから珍しいものを買おうと思っている人とでは全然違うので、我々もうまく橋渡しをしていきたい。これが非常に重要だと思っているのが今後、芸術家村でも道の駅ができていく中で柳本に限らず朝和、市全域に言えることだが、せっかく道の駅ができたときにどうなるのか。運営者はこれから決まっていくが、我々が協議できる相手が決まっていく。少なくとも天理の物が全然並んでいないというのは誰も望んでいない。天理コーナーのようなものが少しだけあり、あとは市外の物というのも大変寂しい。事前に市内で供給のいい流れができていることが非常に大事だと思う。そういった中でほのぼの市の皆さん、Aコープに出していただいている皆さん、天理マルシェに出していただいている皆さんいますが意識として芸術家村の道の駅も含めて狙っていくんだということでやっていきたい。
・色雲さん何か付け加えることありますか
事務局　
　・澤田委員が言っていたように珍しいものが売れ残るというのは購買者層の差があると思う。天理駅前の若い主婦の方は安くても紫ナスより白ナスを好んだりします。ニーズと供給の差かなと思います。
会　長
　・残ってしまったから処分するのではなくうまく住み分けができるようにやっていきたい。今日は非常に有用なご指摘をいただいたかなと思います。
　・次の議題に進ませていただきます。
（柳灯会について）

委　員　
　・P8「山の辺のあかり柳灯会＆ミニ柳灯会」より説明
　・山の辺のあかり柳灯会の事前イベントして8月17日～19日に天理駅前広場コフフンにおいて行燈８基、ビンのあかり200個を「柳本もてなしのまちづくりの会」北村会長をはじめ10名の役員で準備し、17時30分に点灯、20時30分まであかりを灯しました。駅前に来られた方からは大変すばらしいとの言葉をいただいたり、足を止めて写真を撮られる方もいた。さらに柳本の柳灯会のチラシを渡した方からはこんな素晴らしい行事があるなんて知らなかったや、是非本番を見に行きたいとの声をいただいた。第15回を迎える山の辺のあかり柳灯会については9月15日～16日において、黒塚古墳、黒塚公園、伊射那岐神社、専行院、柳本駅前、駅前通りから169号線、上ツ道、トレイルセンターまでの間、行燈約161基、ビンのあかり約4000個を点灯した。その他の催しとして、15日は大正琴、創作ミュージカル「卑弥呼夢がたり」が開催され、16日は篠笛、二胡、新舞踊、コーラスを開催した。たくさんの方々が足を止めていただき柳灯会の幻想的な雰囲気を楽しんでいただけたのではないかと考えている。昨年は雨でしたが、今年は天候にも恵まれ、黒塚公園ではみたらしの販売、専行院ではアイスクリームの無料のふるまいなど二日間無事に終えることができた。携わっていただいた柳本商工連盟、南都銀行、農協、郵便局、フェニックス大学の方々のご協力のおかげと感謝している。来年も第16回の開催に向けて協議していきたい。
会　長
　・ありがとうございました。柳本全域で4000以上のあかりをつけるだけでもすごいことだと思いますが、天理駅でも2回目のPRをやっていただき、柳本以外の皆様にも知っていただき市域間の連携にも熱心に取り組んでいただいている。
　・何か柳灯会についてご質問等ございますでしょうか。
委　員　
　・15回続いているが、あかりをつける人はボランティアですか。
委　員　
　・ボランティアです。
委　員　
　・では、その組織は継続的に活動されている？
委　員　
　・先ほど話したように柳本商工連盟、もてなしのまちづくり会、農協、南都銀行、郵便局、フェニックス大学からボランティアが出ている。
委　員　
　・継続していくにはそういったボランティアの方が重要ですね。
委　員　
　・みんな高齢者なのでいつまで続けられるかわからないので次を考えていかなければ。
委　員　
　・もてなしの会が中心？
委　員　
　・そうです。
委　員　
　・協賛してビンに名前を書いたが自分の物がどこにあるか探すのが大変だ。
委　員　
　・柳本駅からずっと歩いてもらうとどこかにはあります。家族でしても一人だけ違うところにあることもある。というのも1ケースに20個ずついれるのでそれぞれ散り散りになることある。ただ、公園か通りには必ずあります。
会　長
　・自分の物を無事に見つけられたら何かプレゼントはどうか。
委　員　
　・この事業をする財源で精いっぱいなので難しい。
会　長
　・他に何かご意見ございますでしょうか
　・それでは9ページの長柄総合体育館の現状を事務局から説明させていただきます。

（長柄総合体育館の利用状況について）
事務局　
※資料P9～10「長柄総合体育館」より説明。
・9ページの写真は実際に体育館を使ったイベントの写真です。9月1日にはバンビシャス奈良の試合があり約1300人の観覧客が来られました。右の写真はフットサルのプロリーグの試合の写真です。名古屋と大阪のチームの試合で約700人の来場があった。試合の後には選手によるサイン会やフットサルクリニックなども開かれた。下の写真がボールゲームフェスタというフットサル・バスケットボール・ラグビーなどの球技の体験を小学3年生から6年生約113名に体験してもらった。
・次のページは新しくなった施設の写真を載せています。ボルダリングや温水シャワールームやロッカールーム、物販スペースも新設しました。
会　長

・老朽化していた施設が最近、プロの試合のみならずプロのアスリートと地域の子供たちとの交流の場にもなっている。改めて、地域の健康づくりの拠点として活用していきたい。秋にはじゃんじゃん市もこちらであるので、その際にも体育館が新しくなったことを発信していきたい。
・この件について委員の皆様よりご意見等ございますでしょうか
委　員　
・自分も孫と一緒にボルダリングを利用させてもらった。利用者も多く夜も9時までやっているので利用しやすい。
会　長
　　・柳本駅ができてくればこの辺りも含めて周遊の拠点として活用していきたい。
　　・それでは次の議題に移っていきたい。生活支援・健康づくりについてならコープ移動販売について事務局から説明させていただきます。
（ならコープ移動販売）

　事務局　
　　・P11～12「ならコープ移動販売」より説明。
　　・昨年の11月から水曜日と金曜日に行っていて現在まで高い売上を続けている。資料として12月から8月までの売上をつけています。停留所ごとの売上、客数、単価を載せています。ならコープが好調な売上を受けて、移動販売車を1台増やし新たに福住校区をルートに入れてもらえるよう調整している。来年1月頃を目途に開始の予定をしている。朝和・柳本校区で売行きが良いものは卵・牛乳・パン・刺身・惣菜です。理由としまして、日常的に購入が必要なものがよく売れている。逆に、売行きがあまりよくないものとしては肉類です。購買者の多くは高齢者で、調理が必要な肉類よりは刺身や総菜のようなそのまま食べられるものが好まれる。委員の皆様にお願いしたいのが、停留所によって客数にばらつきが出ている。今の場所が不便であったり、ここに変えたほうが良いということがありましたら市やならコープへ意見をいただけたらと思いますのでよろしくお願いいたします。
　会　長
　　・南部での好調な取組が高原地区の買物弱者対策に繋がることになり、お礼を申し上げます。説明であったように場所によって若干差異があるのも事実ですので、井上会長、森田会長には是非校区の方での総会の議題にも挙げていただけたらと思います。だいぶ知っていただけたとは思うが、まだまだ知らない方もいるので周知の徹底をお願いしてできたものがなくなっていかないように頑張っていきたい。今は黒字ですので油断なく続けていきたい。
　　・何かご意見等ございますでしょうか
　委　員　
　　・北檜垣の売場が増えた前と後で分析をした。北檜垣が増えたタイミングでチラシを配った。結果としてチラシを配布した後はよく売れている。やはり知らない人が多い。なので、3回目のチラシを配布してもらいたい。客数を増やしていきたい。南檜垣はすごく上がっている。また、販売員の方が何か売れるかをよく知っている。やっぱり、卵・牛乳はよく売れていて、牛肉はあまり売れていない。特に南檜垣はウナギがよく売れている。今までは町の周りを音楽をかけて停留所まで来ていたが高齢者は忘れていることも多く音楽が聞こえづらく来られないこともある。そこで、お願いして町の中を回ってもらうとよく買いに来られたので、停留所までのルートを変えても面白いと思います。
　会　長
　　・確かにそもそも気づいてもらっていないこともあるかもしれない。また、チラシですが、冬になると足が遠のきかねないので、秋の間にチラシを配っていきたい。その際には、地域で町ごとに啓発をしていただければと思いますのでご協力お願いします。
　委　員　
　　・朝和でも知らない人が多い。役員の交代なので新しい役員は知らない。
　委　員　
　　・区長会では話をしている。チラシをすれば全体に行き渡るので考えていきたい。
　委　員　
　　・式上公民館の売行きが少し悪い。現在、遠田と遠田新町の区長と相談しているので変更するか検討しているので決まったらまた報告させてもらう。
　会　長
　　・そのほかご意見ございませんでしたら、次の議題に移りますがよろしいでしょうか
　　・続いて、なかよし食堂の取組について森田委員よりよろしくお願いします。
（なかよし食堂）

　委　員　
　　・P13～14「なかよし食堂＆子ども夢づくり講座」より説明
　　・去年の11月から始めまして、奇数月を式上公民館、偶数月を柳本公民館で月1回行っている。参加者を増やすのが難しいので公民館が行っている子ども夢づくり講座とコラボレーションしている。例えば、柳本公民館では高齢者が靴の脱ぎ履きの際に転ばないようにU字溝で災害用のベンチを作った。U字溝をひっくり返すとバーベキューができる。朝から夢づくり講座に参加してもらい昼からなかよし食堂。これはちょっと失敗だった。バーベキューを食べすぎてカレーが残ってしまった。公民館でイベントがあるときになかよし食堂をやると8割ぐらいはそのまま残ってくれる。現在は絶えず50人前後が来ている。次にユニカールの写真がありますが、ユニバーサルカーリングという陸上でやるカーリングです。8月4日の真夏だったので。ユニカールを15時から、食堂を18時からにした。ここでも問題があった。夜帰らす時に送り迎えが必要となった。
　　・次に式上です。式上の夢づくり講座はバルーンアートを行った。左下の写真はグラウンドゴルフです。柳本校区のグラウンドゴルフクラブの方に手伝っていただき、食堂の後で公民館横のゲートボール場で行いました。9月から作る人も食べる人もカレーに飽きたということでメニューを変えた。今回から炊き込みご飯にした。それに、豚汁と白玉とナスの浅漬け。80代過ぎのおばあさんが孫と一緒に来られて、カレーより色御飯のほうがいいわと言っていただいた。
　　・来月の柳本公民館ではハロウィンパーティーの後になかよし食堂を開催予定です。

　会　長
　　・詳細なご説明ありがとうございます。市の中でも食を通じた居場所づくりは広がってきているが、地域によって重点は様々です。幼稚園の愛護会のメンバーが多いなというところもあれば、子供の学習塾に合わせてやるところもある。柳本校区は多世代交流の部分に重点を置いていただいているかと思います。朝和の方も井上委員、三橋委員がご視察に来ていただきましたが、公民館に行かない世代が公民館に来るきっかけになっている。そういうことは防災の点においても非常に有意義であると思っている。作り手の確保等が大変だと思いますが、より広がっていけるように私どもも汗をかいていきたい。是非、農家組合の皆様方にも農産品のご協力をお願いしたい。
　　・何かこの件についてご意見等ございますでしょうか。

　委　員　
　　・私も子ども食堂の立ち上げを考えて動いているが、朝和公民館は駐車場が少ない。二階堂や式上などは広いが朝和は少ないのでそこがネックになっている。
　会　長
　　・場所のことも含めてどういう対策が可能なのかご相談できたらと思います。
　委　員　
　　・来年1月から朝和公民館運営委員会で県の助成が下りて子供を集めようという動きがありまして子供たちがどういったものを欲しているか幼稚園・小学校・中学校にアンケートを取っている。その結果も踏まえつつ、これに子ども食堂を絡ませていければと考えています。
　会　長
　　・そのほかご意見等ございますでしょうか。
　　・続きまして、健康づくりで西長柄の取組を事務局より報告させていただきます。
（健康西長柄町を考える会）
　事務局　
　　・P15～16　「健康西長柄町を考える会」より説明
　　・平成28年度から3年間の事業として天理市と西長柄町が連携して、健康づくり地区モデル事業に取組んでいます。これは自らの健康を見直し、健康に主眼を置いた自らの街を住民主体で作り上げていき、それを天理市全体に広めていこうという事業です。西長柄町では平成28年度から月1回のペースで健康西長柄町を考える会を中心に天理大学、奈良県立医科大学（平成29年5月で終了）の先生方を招いて講習を行いました。平成29年度に関しては15回の開催で194名の方が参加されました。
　　・長柄運動公園の整備に伴い、ウォーキングコースや健康遊具をいかに有効に使っていくかという健康講座を平成30年3月6日と3月9日に行い延べ43名の参加があった。
　　・今回報告させていただきます第1回健康ウォーキングバトルは健康西長柄町を考える会を中心に53歳から79歳までの12チーム26名の方に参加いただいた。平均年齢が68.4歳、男女各13名が参加され、ご夫婦での参加が多かったです。6月8日から7月22日までの45日間でどれだけの歩数を歩けるかを競いました。結果につきましては8月4日の西長柄町の夏祭りで各賞の発表を行いました。優秀賞のチームは565,123歩で、1日平均で12,558歩でした。また、西長柄町のご厚意により当初の賞より多く表彰いただきました。来年度以降につきましては健康西長柄町を考える会を中心に市も関わりながら第2回健康ウォーキングバトルの開催に向けて、エリアを拡大しながら市民の継続した健康づくりを推進に繋げていきたい。
　会　長
　　・ありがとうございます。今、西長柄を舞台にした地域と行政と大学が連携した取組です。居場所づくりや絆づくりと共に高齢化が進む中、健康でいていただくことは非常に大事だと考え、こちらでの知見が他の校区にも広がっていくよう取り組んでいきたい。
　　・何かこの点についてご質問等ございませんでしょうか。
　　・朝和校区全体で西長柄の取組に参加いただきたい。参加型で夏祭りの盛り上げにもなっているのは面白いかなと。その日だけ盛り上がるというより継続してやってきたことが祭りにもつながるという仕掛けは他に広めていければと思います。
　　・続きまして、ブランディングプロジェクトの現状についてご説明させていただきます。
（地区をつなぐイベント・PR）
事務局　
・P17～18「ノルディックウォーキング、トレイルセンターイベント関係」より説明
・地区をつなぐイベント・PRとして南部地区で行われているイベントについて説明させていただきます。
・「ノルディックウォーキングで眺望キレイ」というノルディックポールを使ったウォーキングで9月9日に開催しました。柳本駅を出発し、間にTea House KURINOKIで紅茶の淹れ方講座を行い、二の瀬池、西山塚古墳などを巡り、長柄駅に到着しました。ノルディックポールを使って歩くのはとても歩きやすいです。天理市でもノルディックポールを使ったウォーキングを推進しています。また、途中の西山塚古墳では地元の方の協力のもと、こちらで360度の景色を楽しんでいただいた。
・ノルディックポールは、トレイルセンターと天理駅前広場コフフンのパークサイドキッチン内観光案内所で無料レンタルをしています。観光案内所で借りてトレイルセンターに返すという利用もできますので一度利用いただければと思います。
・続きまして、フィールドトリップについて説明させていただきます。10月27日に開催予定でJR柳本駅をスタートし、スケッチブックと絵の具を持って歩いていただき、山の辺の道の景色をスケッチしながら山の辺の道を楽しんだり、当日の様子をSNSで発信していただく。道中はイラストレーターの方が同行していますので絵の描き方を教えていただきながら、また、天理市ブランディングプロデューサの服部さんと一緒に歩いて楽しんでいただきます。10月27日ですのでよろしければご参加いただければと思います。
・18ページではトレイルセンターでのイベントを紹介しています。8月29日に落語会を開催されました。地域の方などに来ていただき約100名の参加があり、私も参加させていただいた。落語は普段テレビ等でやっていますが、なかなか直接見る機会は少なく、その場で聞いていると引き込まれるものがあり、笑いあり、涙あり大変喜ばれていた。次回が2月6日の水曜日に開催されますので是非足を運んでいただければと思います。
・下段の写真は柳本校区の夏祭りの花火大会の様子でトレイルセンターからも多くの方が鑑賞されました。大阪の方が来られており近くにもっと大きな花火大会があるがこれだけ間近で見られて体で感じる花火に満足されていた。
・また、山の辺の道ボランティアガイドの皆様も7月14日に柳本駅から崇神天皇陵を通ってトレイルセンターをゴールとしたイベントも行っていただきました。
会　長
・立て続けになってしまいますが、映像をご覧ください。
（めぐみめぐるてんりブランディング映像視聴）

会　長　
・今、めぐみめぐるてんりの事業を矢継ぎ早にご紹介させていただきましたが、移住促進に留まらず観光の部分についても冒頭説明させていただいたのは従来山の辺の道は自然の中を歩くのが好きという方だったり、あるいは歴史・考古学に関心がある方が来られていた。もう少し掘り下げてそれぞれの興味関心に合わせて体験できる機会を増やすことでリピーターを醸成したい。その仕掛けづくりをどんどんとやっている。KURINOKIさんでお茶に関心がある方に来ていただいたり、芸術家村に繋げていくためにアーティストの方に関心をもってもらうために山の辺の道とスケッチを組み合わせました。また、最後に見ていただいた映像はダイジェスト版で登場している人のそれぞれのインタビュー映像が順次めぐみめぐるてんりのウェブサイトに登場しています。柳本駅や芸術家村も繋げていきたいと思っているので皆様のご協力よろしくお願いします。
・何かご質問・ご意見等ございますでしょうか。

委　員　
　・西山塚古墳の眺望とありますが、15年ぐらい前に前市長が西山塚古墳を買いましょうと補正予算を出されました。値段は高くはなかったが議会として話をして反対した。なぜかというと、市単費で買うと言われたからです。何をするかと聞いたら、屋根をつけてベンチを置くと言っておられた。議会として買うことは反対しないが、市単費でやることには反対した。下に駐車場も作るという話まで出て何千万とかかる話になってしまう。今回の西乗鞍山古墳のように史跡の指定を受ければ値段も安くなり補助もいただけるのでそれならやりましょうという話だったが、たち切れになっていた。だから、所有者は西山塚を売ってもいいという経緯があるので、そこも今後の課題として考えてもらえればと思います。
会　長　
　・この話が出てきているのは萱生町の皆さんが眺望を活かしたいということで草を刈っていただいたり、登っていく道を整備いただいたりして私も登らせていただいた。今度のフィールドトリップの時も立ち寄ります。なかなか入っていいよと言われないと入りづらい雰囲気があり、知っている方はどんどん行っている。都市部の人の感覚だと人の家の庭に入るような感覚だと思う。また、その辺りは研究してこれからもどんどん活用していきたい。
事務局　
　・産業振興課としても活用してほしいと言われており、市のイベント限定でイベントの度に声をかけさせていただいて利用させていただいています。
会　長
・史跡指定するには時間もかかるので改めて検討させていただきます。
・それでは特に他ご意見なければ次のモノづくりに進めさせていただきます。
（ブランディングものづくり）
　※資料P19「ブランディングものづくり発表会」により説明 
事務局　
・めぐみめぐるてんりの事業の中でものづくりを一昨年度より行っています。市内に散らばる豊かなめぐみを様々な方法でリサーチ・発掘・可視化し市内外へ広く普及する取組を行っています。grafの服部様にプロデュースしていただき、一昨年度は本日出席いただいてる松井委員がおられる南檜垣営農組合のほかに２事業者。昨年度は今日試食をしていただきますが、山中章弘農園さんのあんぽ柿のほかに２事業者が選ばれています。今年度につきましても、南部地区からは朝和の丸山繊維産業さんと柳本の山本松産業さんが今までは食べ物でしたが、初めてものづくりで選ばれています。現在、打ち合わせ中ですのでどういった商品が出来上がるかはまだ公表できません。試食をしていただいていると思いますが、半生の加工になっています。干し柿ですと固いので高齢者や小さい子供は食べにくいですがこれは柔らかく食べやすいです。甘さは干し柿と同様で非常に美味しいと好評です。ちょうど今が収穫時期で物が出来上がり、10月から天理駅前のコフフンショップやトレイルセンターで販売をいたします。天理市のふるさと納税の返礼品としても取り扱っており人気があります。また、販路拡大に関してもこれから力を入れていきたいと考えており、ファンタスティックマーケットのチラシも配布しています。梅田のハービスプラザでのイベントで明日と明後日行い、天理市としては明日に出店をさせていただきます。10月には帝国ホテルでも同様のイベントにも出店を予定しています。
会　長
・これまで継続的にやってきているものが食べ物から丸山繊維さんや山本松産業さんにもひろがってきたということでしっかりと産業振興につながるような形を作っていきたいと思います。これについては南檜垣営農組合さんがまず第一弾でやっていただきましたがその後の実感・ご意見等をお伺いできますでしょうか。
委　員　
・飲んでいただいた方には美味しいと好評ですが販売している場所が少ないのでもう少し考えていただきたい。
会　長
・我々も今回のファンタスティックマーケットも含めて保存も大事な商品ですのでどういうところであればいいのか進めていければと思いますので引き続きよろしくお願いします。また、市の中でもものづくりが進められていることがご存じない方もいるので商工会様と連携しながら進めていきたいのでよろしくお願いします。
・何か皆様からご質問等ございますでしょうか。（意見なし）
・その他事項に最後入りたいと思います。
（黒塚古墳周辺案内整備/観光駐車場）

事務局　
※資料P20～21「観光駐車場整備」により説明。
・黒塚古墳周辺駐車場ですが、前回の協議会でイメージ図で見ていただいたものが4月に完成しました。柳本マルシェさんへのアクセスが良く、黒塚公園の案内板も整備し、側面に案内の文字を入れたので観光で来られた方にも展示館の場所が伝わりやすくなったと思います。
・次に今建設中のトレイルセンター周辺駐車場ですが、来月の22日を完成予定として、現在工事中です。ここが完成しますと車が20台駐車可能になるので秋の行楽シーズンに向けて渋滞も緩和されます。
・下の写真が杣之内駐車場です。こちらは5月末に完成しておりまして、車220台の駐車が可能で芸術家村をはじめとした観光に役立てていきたい。
会　長　
・トレイルセンター周りでKURINOKIさんや上長岡ファームさんもある中で行楽シーズンは地元に迷惑をかけていたので、こちらをしっかりと活用していきたい。
・杣之内の方は芸術家村に先んじてできましたが、ラグビーイベント等があると写真のようにいっぱいとなります。西乗鞍古墳が春に向けて整備をしていくので花見のシーズンにはこちらの駐車場も使っていただければと思っています。地元の皆様方とは積極的な活用を協議していきたいと考えています。
・何か皆様方から駐車場についてご質問等ございますでしょうか。
委　員　
・杣之内駐車場ですが入って左の方が高台みたいになっている場所が駐車場の白線が引いてなくて危ないと感じた。
会　長
・地形と予算の関係がありますが、運用で改善できないか確認させていただきます。
・何か他ございませんでしょうか。
委　員　
　・来月、早速ラグビーの試合があるみたいですね。上の方の駐車場も併せて使えますね。
　会　長
　　・これに隣接して天理教本部でも駐車場を整備していますので両方合わせればさらに使えると思います。
　　・その他事項の二番目として芸術家村の起工式が7月に行われました。進捗にあった部分に絞って理事より説明いただきます。
（芸術家村進捗報告）

事務局　
・設計が完了し起工式を行いました。芸術家村には指定管理で行う部分と直営で行う部分があります。指定管理事業者の条件検討を今年度中にやりたい。31年度は実際の指定管理者の公募を行います。開村前年の32年度はオープンの準備に充てます。市として、ソフト事業として芸術祭等を開催できないかを検討していきたい。そして、33年度にオープンを迎えるという流れになります。
・次に、文化財修復・展示棟における考古分野等の展開についてです。考古分野に関しては天理市の文化財課が一部修復作業や展示を担当しています。橿原考古学研究所と連携しながら修復の様子を見てもらう。ハード整備に関してはこれでだいぶ見えてきますが、ソフト展開については次のページにあるようにこれから決めていくということで協議中です。
・芸術家村におけるAIR（アーティストインレジデンス）の取組ですが、これは、芸術家村がオープンしたらアーティストの方に一定期間滞在していただき、芸術作品の制作とともにワークショップ等もやっていくことで来ていただいた方と交流してもらいます。県の方でもやっていくのですが、それに先立ち市の方では今年度からAIRのモデル事業を始めています。
・農村交流施設と伝統工芸施設については後ほど農林課より詳しく説明させていただきますが、マルシェや直売所、産直レストランに実習室もありますのでどう活用していくかを検討していきたいと思います。
・次の６ページですが、農村地域との交流事業ということですが、芸術家村を一つの拠点としまして高原地域との連携し、農泊を充実させていこうというものになります。古民家泊については山の辺の道周辺でも有効ではないかと考えます。
・次のページが天理市でのAIRのモデル事業の現状報告となります。天理駅前エリアが中心になりますが、天理市の芸術文化エリア構想を昨年度に作成し、芸術文化を基軸とした街づくりを進めていこうという取組の1つです。芸術家の滞在の拠点として天理駅前のパチンコ屋を改修してゲストハウスを民間が作る事業に国と市が支援させていただいた。それと併せて、アーティストが作品を製作・展示・交流スペースとして本通り商店街の空き店舗を活用して改修し、ホワイトキューブという展示交流スペースを10月下旬オープン予定で整備中です。
・既に来ていただいているアーティストが２名います。ペ・ビョンウクさんと横山大輔さんです。ぺさんは空間アート、インスタレーション作品を作られる。横山さんは写真を用いた作品を作られます。お二人は実際に天理に滞在いただいて製作をしていただいています。
・今後の展開として、AIR事業を開村の前年まで続けまして開村前年にはオープンに向けての盛り上がりのため芸術祭の開催を検討中です。
・民間での取組も進みつつありまして、インバウンド向けに天理駅前コフフンのレストラン内では雅楽の体験ができる。雅楽を見るだけではなく衣装を着たり、楽器の演奏を体験できる取組も行われている。芸術家村の完成前から完成後に向けて、山の辺の道はもちろん柳本駅の改修もありますのでトレイルセンターを通じて柳本駅まで歩いていただく。また、黒塚古墳や町中も周遊していただき、柳本駅ではアートを活かした展示で芸術家村との連携も図っていきたい。
・芸術家村の直売所への出荷体制づくりや交流施設の利用方法も検討していきたい。農村交流施設の概要について補足説明していただきます。
事務局　
・農に関連する施設は３つあります。１階に産直レストラン、農産物直売所。２階に実習室があります。実際の事業者は来年度に公募されると聞いています。現在動きがある施設は直売所になります。天理市の農産物がどれくらい置けるのかについて先月から今月に主要な農業者の方にアンケート調査をかけています。本参加者の中でも森下委員や松井委員にはアンケートが届いているかと思います。奈良県の施設ですので県内産の農産物になるとは思いますが、できれば天理市産の農産物で埋められるようにと思いますのでアンケートに答えるだけではなく自ら出店者になっていただければと思います。
会　長
・ありがとうございます。芸術家村についても躯体が工事されていく中で魂が込められていくか否かはこれからかと思います。それに先駆けて地域を盛り上げていくことが大事かと思い取組を行っています。
・何かご質問等ございますでしょうか。（意見なし）
会　長
・まず、我々としての大きな動きが柳本駅と思っています。こういった状況がある中での柳本駅だということも共有させていただきました。よろしくお願いしたいと思います。
・伊藤学長、最後に総括的な意見いただけますでしょうか。
委　員　
・毎回そうですが、いろんな分野の活動がつながりをもってまとまりつつあるなと。核になるものが見えてきた。南部地区だけでなく、全体・周辺市町村とのつながりが見えてきて、地域進展が感じられた。今後もつながりをもっと広げていっていただければと思います
会　長

・ありがとうございます。
６. 次回の日程と主な協議内容

次回第15回協議会は状況を見て調整。事務局より改めてご連絡させていただく。

７．閉　会　－11：10－
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